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人・地域・ネットワーク形成

1. はじめに一研究プロジェクトの目的

たたけよ、されば開かれん

北海道大学大学院教育学研究科教育臨床講座 田 中 雄i

北海道大学大学院教育学研究科では、「特別支援教育と地域支援プログラムの展開」というテー

マで、 2004年度研究プロジェクトを始動させた。

基本的なスタンスは、第1回シンポジウムで、逸見科長（当時）が述べたように、文部科学省に

よる政策的提起である特別支援教育を展開するうえでは、地域・学校・行政の総合的結びつき、つま

り連携というテーマを無視することはできない、という点にある。

理念とタイムリミットが先行された政策である特別支援教育をめぐっては、各市町村、都道府県

レベルにおいていまだ試行錯誤の状態というのが実態ではないだろうか。時に先駆的と呼べる活動

をしている地域展開も、数年のモデル事業で精鋭部隊により展開したもので、メンバー変更により

容易にシステムが変容する危惧を抱かせるものが少なくない。

そこにおいて、われわれのプロジェクトの行き先は、子どもの成長、発達に広く「教育学」がど

のような貢献ができるのかという自問自答である。かすかな一条の光は、これまで高等教育のあり

方から、障害児教育、発達障害に関する基礎的な研究を長年推し進め、加えて教育臨床学あるいは

臨床心理学との融合を推進しようとしている教育学研究科に内在している地力であろう。

その力と特色をどのように生かすべきかが、今回のプロジェクトで少しでも明確になればよいと思

い、シンポジウムを組んだ。

主たるシンポジストは、学内だけではなく、学外の他職種の方々も含め、当然明らかに実践者と

呼べる方ばかりを結集させた。

初年度は、まず多くの他職種の方々を招いての現場からの声に耳を傾けようとしたものである。

裔名な方々ばかりではなく、地域に根ざし、真摯に子どもの未来を担い、己に責任を課している方

の実践を聴くことで、間接的に経験したいという願いがある。

将来、北大ネットと呼べるような、開かれた結びつきを拓く一歩になればと、学際的な連携も試

みた、教育学研究科の臨床知への冒険と実務化への挑戦でもある。

すこし自画自賛的ではあるが、この企画進行中に、さまざまな遡返があり、すこしずつではある

が、学部内に地殻変動の予感が起きている。

私たちは、ようやく大きく重い扉に、内外で手は携えながら、触れることができたといえるかも

しれないという、ささやかな感触を持つことができた。
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第1回

特別支援教育を前にして、ひと、地域、

そしてネットワークを考えるシンポジウム





人・地域・ネットワーク形成

北濤道大学蠍冑学研究科主儘

(r轄胴支擾蠍冑と嶋櫨支擾ブログラムの晨鵬J研究ブロジェクト）

特別支援教育を前にして，ひと、地域．そしてネットワークを

考えるシンポジウム

特別支握教育を具体化

するために

～人・嬉鑢・ネットワーク形咸～

シンポジウム 1 （午前）司会：田中●櫨（敦青●床心竃G)
1. 学校内外での組織作り ～教育環場における実情と校内

外組織の連携を膏える 糧まく人たちへ～

言●さゆり（斬得町立佐●小学校養●練●）

2. 学校環場から，そして地蟻へ
北川和縛（幕別町立白人小学校載●）

3. 学校と他●糧との連携を壽える

内田糧志（帯広大谷蛾闊大学 社会襴祉科●鰤）

4. 地域でネットワークを創り出すコッ

佐々木濤治（足書町役場襴祉●襴祉傷長）

シンポジウム 2 （午後）司会：田中●鑢（敏青●床心竃G)
「特別支叢教青を具体化するために」

言●さゆり 北川和縛内田朧志佐々木濤治

青木紀（敦冑襴祉G) 坪井由寓（教冑行政G)

1 1月23日 10●~3●

文素含Ill轍冑研究● 1● W103 

―” 璽拿●●
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発達・学習支援ネットワーク研究 第4号(2005)

2. 1. 第1回シンポジウム

2004年、 11月23Hの午前10時から夕方4時近くまで開かれた。第 1回シンポジウムは、企画者で

ある田中の十勝における人脈によるものであった。

「特別支援教育を具体化するために ～人・地域・ネットワーク形成～」とうたったタイトルは、

結局は人と人のつながりこそがネットワークの第一歩であるという、ささやかな経験原則からきて

いる。

演者は、それぞれ全人格を賭けて、現場で向き合っている方ばかりである。札幌の地で十勝パワー

が会場を席巻した時であった。

個人的なことであるが、ネットワーク形成には欠かせない事柄ではないだろうかと思い、演者と

のつながりと講演内容への期待について少し記させていただく。

吉藤さんに最初に出会ったのは、帯広の児童相談所企画による虐待の講演会場であった。講演終

了後、つかつかと近づいてきた彼女は、「あなたが本当に信用のできる医師であるかどうか、確認

したい」と話された。その後、学校の子どもたちを巡り、あるいは同僚教員のメンタルヘルスを巡

り、様々な場面で、吉藤さんは私の動きを確認していたのだろう。いつのまにか、わずかな信頼を

得たのであろうか、今は互いに人として支え合える関係に成長した。彼女の闘いは、しかし、そこ

に子どもがいる限り止むことなく、持続していくのだろう。血気盛んで、しかし情緒豊か故の傷つ

きやすさが、気がかりでありながらも、終始エールを送り続けたい人の一人である。彼女のあつい

思いを、多くに方に体感して頂きたいと願う。

北川さん、通称キタさんとは、 1週間程度のアメリカLD（学習障害）研修ツアーで一緒になっ

た。教員独特の律儀さ、まじめさに加え、折り紙という得意技と、人を飽きさせない話芸と歌唱力

をもつ、多芸な人である。アメリカで意気投合したわれわれは、その後、互いの職場を行き来した。

私は彼のいる特殊学級に足を入れ、彼は私の診察室や指導場面に同席した。教育と医療の小さな融

合をしてきた。多くの子どもたちが日常の守り人であるキタさんに救われた。感謝している。キタ

さんは、その後独り立ちして今の職場に欠かせない指導者として力を発揮しているだけでなく、独

自の視点で地域のなかで人々のたまり場を作り続けている。日常の市井の教育実践者となりつつあ

る。頼もしい人である。

講演では、いいたいことが山ほどあり、時間内に纏まることが、まずない。次から次に、湧いて

くる思いは、彼の熱意とともに、いまだ底をみせない。恐ろしい男である。

内田さん、通称ウッチャンは、私の師匠である。彼が児童相談所にいた時に私は嘱託医であった。

発達評価のイロハから、親との面接の仕方、すべてを彼から伝授され、彼の点検の目を通して、鍛

えられてきたように感じている。

職業人としての養成課程から生じた着目点に微妙な差異があることで、よき刺激をいただき、多

面的に物事を見る力を鍛えられたように思う。私が誇れる点は決断の早さだけで、それも後先考え

ないこともあり、利点ばかりではない。ウッチャンは、先走りする私を常に諌め、より発展的な広

がりをもたらせてくれる。私の外部実行機能というべき存在でもある。

-6 



人・地域・ネットワーク形成

ウッチャンに感謝をこめて長所を追加するとしたら、これいじょうに人の出会いを作り出す、タ

イミングの天オということである。後に述べる佐々木さんとの出会いのお膳立てをしてくれたのは、

彼である。

講演では、母校への凱旋という気持ちと、逸巡しては丁寧に記述しようとする彼の人柄から、本

当に伝えたい部分が半端になってしまったのではないだろうか。十分に時間を設けることの出来な

かったことを詫びたい。次回には、充分に時間を作り、思い切り話をしてほしいと思う。

さて最後は、佐々木さんである。役場の人間というよりも、生涯支援の雄である。彼に支えられ、

救われ、癒された人はどのくらいいるのだろう。粘り強く、懐も深く、やさしさにあふれた配慮と

気配りの人である。

ウッチャンの紹介で出会ったわれわれは、その日のうちに楽しく酔い、生涯の同士として今があ

る。公私ともに大切な人であり、私自身が彼にいかほど助けられ、支えられたかと思うと、感謝で

いっぱいである。

よく二人で「倒れても前向きで」といっていたが、最近の二人の忙しさでは、倒れたときの姿勢

までは、きっと気持ちが行き届かないだろうと、思っている。そうならないように、都度手を抜き、

息抜きしていこうね。

個人的な原稿で申し訳ないと思う。日頃からあまりにも近くにいる人たちばかりで、実はこんな

個人的なメッセージも伝え切れていない。今回は、そういった意味でもよい機会を得たと思ってい

る。

第1回のシンポジストとして、充分に力を発揮し、以後の道筋を作ってくれたと思っている。

ありがとう。まだまだ、これからだよ。

田中康雄
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シンポジウム1（午前）

（司会：室橋） 特別支援教育という文言が登場して、各地でさまざまな展開が行われ、かつ企画

されています。しかし、単なる学内システムの構築だけなく、地域との連携の在り方が問われてい

ると思われます。しかし、地域といってもさまざまでしょう。いろいろな意味で、過密・過疎の状

態がまだあるだろうと思います。札幌の課題もいろいろありますが、しかし、むしろ地域で、地方

で、この特別支援教育をいかに立ち上げていくかということが重要な課題になってくるのではない

かと思います。

今日は、十勝でずっと児童精神科医としてお仕事をされ、そこでネットワークを作り上げてこら

れ、そしてこの4月から私たちの教育学研究科で一緒に仕事をしておられる田中康雄先生をコーディ

ネーターとして、シンポジウムを開くことにいたしました。

今年から私たち教育学研究科では「特別支援教育と地域支援プログラムの展開」研究プロジェク

トというのを立ち上げまして、田中先生を代表にして、この課題に教育学研究科として取り組んで

いこうという試みも始めております。

今日は、田中先生にこの後、司会をバトンタッチしまして、特別支援教育を具体化するためにど

うしたらいいかということを、皆さんと一緒に深く考えていきたいと思います。まず最初に教育学

研究科長の逸見先生からごあいさつをいただきたいと思います。

（逸見） おはようございます。教育学研究科科長・学部長の逸見でございます。一言ごあいさつ

を申し上げたいと思います。本日は、教育学研究科研究プロジェクト「特別支援教育と地域支援プ

ログラムの展開Jの下に開催しましたシンポジウム、「特別支援教育を具体化するために」にご参

加くださりありがとうございました。特に遠路ご参加くださいましてありがとうございます。

特別支援教育という文部科学省による政策的な提起は、 LD、AD/HD（注意欠陥・多動性障

害）など障害の概念が広がりを持って把握されつつある今日、総合的な施策を期待させる、我が国

の特殊教育の歴史における画期的な出来事だろうと思います。一方、障害別に区分されていた教育

法を特別支援教育と包括的にくくった瞬間に、それぞれの領域で積み上げてきた実際の細部が見失

われるようなことがあってはならないとも考えます。

特別支援教育が総合的な概念であるなら、その具体化も総合的であるべきでしょう。障害児教育、

発達障害に関する基礎的な研究を進めてきた教育学研究科は、直接実際に携わる人々に学び、交流

を深めることで、地域・学校・行政との連携、あるいは総合的な結び付きを得たいと考えておりま

す。

今日のシンポジウムが、今後遭遇するであろう諸課題に、共に立ち向かっていける重要な契機と

なることを期待してやみません。今日のシンポジウムをみんなで一緒に僕も勉強したいと思います。

ありがとうございます。（拍手）

（司会） 早速、シンポジウムを始めていきたいと思います。司会の田中先生にバトンタッチをい

たします。

（田中） おはようございます。室橋先生と逸見科長の格調高いあいさつの中で始まりましたが、
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今日来ていただいたシンポジストは、以前から私の仲間で、十勝のメンバーを4人そろえました。

おそらく格調はここで途切れまして、ここからはもうざっくばらんな会になるというふうに思って

おります。そのつもりでご参加いただければありがたいと思いますし、シンポジストの方々も、そ

の方がやりやすいだろうというふうに思います。

特別支援教育ということで、今回こういうタイトルをいただきました。われわれも学校関係者の

方々や保育教育の方々とお話をする機会を持ちますが、ここまで悪い評価はないと思うぐらい、現

場の方々から、さまざまなご批判をいただいている政策でもあります。しかし、科長もおっしやつ

ていたように、これはもう作動することになっております。その中でこれまで積み上げてきたもの、

われわれの実践に大きな誤りがないということと、今後行っていく現場の流れの何らかの道筋とい

うものが見えればよいというふうに思いまして、今回の企画をいたしました。

私自身は、札幌に来てからまだわずかな期間しかないので、十分に掌握しているわけではありま

れて、多くの方々が参加されていると思っております。今回は、それを前提にして、人、地域、そ

してネットワークを考えるという形にさせていただきました。

何を置いても制度を動かすのは人です。ですから、地域で展開されている実践者の話を聞くとい

うことは、とても大事なことであろうと考えています。そういった意味で以前から活動ぶり、活躍

ぶりというのを私自身が承知しております方々、影や日向に立ってコーディネーターをする立場と

して、実践されている 4人を自信持って取り揃えた次第です。

それでは、今日の流れを説明しておきます。だいたい 1人30分以内。十勝のメンバーは時間をほ

とんど無視してしゃべりますので、どこかでみんなが石を投げるとか、やめろとか言わないと止ま

らないような方々がいますが、とりあえず30分ということで伝えてあります。 1人30分以内という

ことで端からお話をしていただこうと思っております。

それで午前中、とりあえずば情報をインプットしていただいて、午後それを基に会場に来ていた

だいている多くの方々と意見交換ができればうれしいと思っておりますし、教育学部の方でも指定

討論ということで、 2人の先生に登壇していただくことを予定しております。

それでは早速始めたいと思います。最初は吉藤先生にお話ししていただきますので、 3人の方は

どうぞお飲み物を持ってお引き揚げください。

最初は吉藤さゆりさんです。「学校内外での組織づくり。教育現場における実情と校内外組織の

連携を考える。種まく人たちへ」というテーマでお話をしていただきます。簡単に吉藤さんの略歴

をお話ししておこうと思います。

吉藤さんは、北海道教育大学旭川校で養護教諭養成課程看護学専攻を学び卒業されまして、その

後、新得の新得町立新得中学校、清水町立御影小学校、清水町立清水小学校を経て、現在は新得町

立佐幌小学校で養護教諭をなされております。養護教諭の職業のほかに学校心理士、 CAPスペシャ

リストというお立場でも、さまざまな活躍をされている方です。

十勝にありますAD/HD&LD懇話会という当事者と家族と関係者の合同の会がありまして、

そこの代表もなされております。私自身は、学校を前から後ろから支えている陰の校長先生と呼ん

でいる方です。いろいろなお話が聞けると思います。では吉藤先生、お願いいたします。

，
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1.学校内外での組織作り

～教育現場における実情と校内外組織の連携を考える 種まく人たちへ～

吉藤さゆり（新得町立佐幌小学校 養護教諭）

（吉藤） おはようございます。過分なご紹介をありがとうございます、吉藤と申します。この場

に立つのが適切なのかどうか分かりませんが、機会をいただきましたので、私は一介の養護教諭の

保健室の先生ですので、そこで出会った子どもたち、親御さん、教師の皆さんの代弁者として、何

かしら現状をお伝えできればというふうに思っております、よろしくお願いいたします。

学校を今、語っていくときに、どのような状況の中でという状況を説明するだけではなくて、そ

の状況が何によって生み出されているかという価値観といったものを検証していく必要があるだろ

うというのは、保健室にいてずっと感じてきました。

国立精神・神経センターにいらした先生が書いていらした本の中に、私が非常に考えていたこと

とマッチした価値観がございます。学校の中だけではなくて生活の中全般で、何でも早く、いつば

いもっとできるように、間違いは少なくて、みんな同じだというような価値観が、教師も親御さん

も、何よりもお子さんたちを生きづらくさせているのではないかということを、この20年ばかり養

護教諭をやってきて感じておりました。

ここで保健室の機能について、少しだけ触れたいのですが、学校組織の中で養護教諭という職種

があるのは、歴史的にも100年は経っておりません。イギリスやアメリカにもスクールナースとい

う形はあるのですが、このような動きをしているのは日本だけという独自性があると思います。

トラコーマというのが昔あったころには、その目の洗浄や、うみが発生すれば、それを駆除する

というような働きがあったかと思うのですが、その時代の背景、疾病構造を反映したものが私たち

の仕事になってきました。ある意味、教育課程というものがないので、非常にその時々に合ったこ

とができていたし、その時々の課題が出てきました。

ですから、今ですと保健室登校から、 トイレの掃除から、果ては薬物依存から、アルコール中毒

の親御さんの相談から、 DV(ドメスティック・バイオレンス：家庭内暴力）からという、何でも

ありの保健室の状況です。保健室の中で、通常学級のお子さんとおおかた会うという形にもなるの

ですが、私は中学校に勤務したときには、ちょうど校内暴力が大荒れのときで、最初に保健室登校

の子を経験したのも新卒の 2年目のときでした。

おおかた通常学校として勤務してきたわけですが、シンナー中毒の子どもたちと一緒にいたりと

か、内容的にはこれが通常なのかというあたりでは、非常にあいまいであったし、保健室に来るお

子さんを見ていて感じるのですが、もう幻想だろうというふうに思っています。

何が普通で何が普通ではないかと、子どもたちは非常に行きづらい中で課題を持たされていて、

教師たちも苦しんでいて、親御さんも苦しんでいてという状況があるかと思いますので、通常学級

という＜くりとか、特殊学級（以下、特学）というくくりというのが、果たして意味のあることな

のだろうかというふうにずっと考えていました。

今、小学校だけに目を向けてみると、保健室で出会う子どもたちというのは、例えば思いもよら

ないけがをするお子さんがいたりとか、例えば利き腕を切る、右利きなのに右の親指の先を切って、

その先をごみ箱から探し出して病院に持っていくというような状況があったりとかですね。
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だったのです。医療機関は田中先生だったのですが、あと当時児童相談所に勤務されていた内田先

生にもお世話になりましたし、療育センターの方にもお世話になったりしています。

それで、「校内で連携するために」と題してお話ししていきたいのですが、これは研修を始める

前の状況の説明です。まず教師たちは立ちすくんでいたし、戸惑っていました。ここで思うのです

が、教師にとって立ちすくむことや戸惑うことはいいことなのです。もし、ここで自己検証をした

としたら、自分のやっているかかわりの中でこの子は出しているわけです。関係性の中で子どもの

様子は見えているわけですから、この子が悪い、親が悪いという見方だけをしていたら、いつまで

たっても発展性はないのです。

ところが、立ちすくんで戸惑った教師たちの中には、自分を検証し出すということが生まれてく

ると思うのです。ですから、立ちすくむ・戸惑うことは、私は大事なことだというふうに思ってい

ます。

ここに書いていることが、そのときの教師たちの思いです、本当の言葉です。大事にしたいけど

時間がないし、次々といろいろなことは起きるし、親御さんに伝えても、なかなかうまく伝わらな

いし、逆には問いただされちゃうし、うまくいかなかったら親御さんを責めちゃう自分もいるし、

自分を責める自分もいるし。周囲は、先生がそんなのだからうまくいかないという評価しかくださ

ないし、かといって、自分に権威や裁量権があるかといったらなくて、責任だけが他人なんだから

と取らされる。どうも自分の理解を超えていることと出会っているのだとなるわけです。

これまでの子どもの見方や、支援の発想そのものを見直しする必要があるということを感じてき

ました。その中で確認してみたところ、これまでは、子どもの育ちを点でとらえて、成長するとい

う見方をしなかった。担任の先生にすれば1~2年を持ったら 2年で交代ですので、私は、非常に

嫌な言い方なのですが、 2年で仕上げるという発想もあるのです。それから、子どもや担任とのそ

れぞれの関係をつなげるという発想がなくて、非常に分断していて、家庭は勝手、学校は勝手、そ

れは家の仕事だから、学校の仕事だから、つながり合うという発想がどうだったのだろう。

それから、最初に田中先生に学校に来ていただくのは非常に難しかったのです。何で？ という

形です。学校のことは学校にやらせろという発想です。今はもう当たり前みたいに言って、これは

少し心配なのは、最近は何でもお医者さんに任せればいいという発想もあるのです。そうではない

でしょう、現場は現場として仕事を作り出していくわけで、そのヒントはいただく、アドバイスは

いただくが、お医者さんに国語の教科の教え方まで聞こうといったってそれは無理な話で、何でも

そうです。誰かに責任を任せ聞いて終わりにしようということはないだろうかと、そこは現場とし

て自分を持っていただきたいし、医療現場ができないこともあるということです。

研修が非常に不足していますので、現職教育という内容が、私は非常に貧困だというふうに思っ

ています。それで、養護教諭の学びも深めたかったし、それだけでは足りないと思ったので、学校

心理士という道も少し開いてみたいというふうに自分で思ったのです。養成課程上の問題もあるだ

ろうというふうに思っています。もっと研修の内容を考えるべきだろうと思います。それから現職

教育で、ここは北大ですので、 リカレント教育や市民講座等を充実したものを今後も期待したいと

思っています。

それから、校内研修の発想も、発問をどうしましょう、質問をどうしましょう、という話になっ

て、子どもの話になってこないときがあるのです。ですから『ごんぎつね』を教えようといったと
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望まれる校内研修の在り方なのですが、この言葉は全部前任校の教師たちの言葉です。この言葉

の中から思うのは、子どもとの関係に希望が持てるというふうに先生たちが思い出したことなので

す。ある先生が転勤してこられて、先生は前の学校では、何かなかなか私の力では及ばない子がい

たら、この子にはいつかいい先生に会ってね、と思っていた。だけどこの学校に来たら、私もでき

ることがあるかもしれないと思うようになったということを、非常に若い教師が言っておりました。

そういうように、子どもとの関係に希望を持てるということは、そういう先生とかかわるわけです

から、子ども自身も安心と意欲が出てくるのです。

そんなこんなで校内研修を進めていって、こんなことをしました。これは特別支援教育の流れの

中で話が出てくる前にその学校で取り組んでいたことです。ですから、特別支援教育といったら、

その枠でやらなければならないような発想になるかもしれないが、ご自分が関係しているお子さん

に対して何ができるかを、そのそばにいる大人が誠意を持って一生懸命工夫をしていくということ

が当たり前にされることで、それを特別支援教育と名付けるのであれば、特別支援教育であろうと

いうふうに思っています。

校内研修を進めるときの留意事項なのですが、まず目の前の子どもありきだということです。で

すから、たとえいくら偉い先生がAD/HDについて語り、広汎性の発達障害について語ったとし

ても、それはとても大事な情報ではあるが、それで、今目の前の子どもが分かるわけではない。常

に子どもに返っていくという発想が必要だろうと思います。なおかつ科学的であるということです。

なぜかというと、科学というのは平等性があると思うのです。

それから、そのことが日常的に返っていくことであること。具体的に言うということはすごく大

事だと思うのですが、例えば実話ですが、子どもが帽子を落とし、それを後ろにいた子が拾ってあ

げたら、俺の帽子を取ったとたたく。そのときに、その子の様子を見て分かっていたら、だめでしょ

う、たたいたら、と言うことも 1つの方法ではあるが、この子は、今あなたに帽子を取ってくれた

のよ、ということを言葉として付けなければならないのです。してはいけないことと、理由も付け

てあげなければならない子のかかわりはあります。

そういうような日常性とか、その子が分かってあげるということ、そして目の前の子どもありき

であるということが、日常的に出てくるような校内研修であることが望ましいと思っています。そ

の中で一人一人のかかわりはさまざまなのだが、その中に普遍的に大事にしなければならないこと

と、これは特殊的なことなのかというような検討というのがあって、私も課題なのですが、この普

逼性の特殊性というものを、もう少し考えてみたいというふうに自分は思っているのですが、何か

校内研修の中では、この4点について考えていく。

それから、私たち研修部が進めていくときに非常に気を付けたのは、研修の前にこれを何度も確

認し合いました。科学的にというか認知の勉強をしていくと、何かそこだけで語っていく危険性と

いうのもあるのです。そうすると、 目の前の子どもはいなくなってしまうのです。ですから、目の

前の子どものことを話しますということを、研修の中に必ず確認をしていって、路線がどうも子ど

もの姿がなくなってきたら戻しますというやり方をしていったりとか、そこら辺の修正をかなりし

たという覚えがあります。

学校と連携するためにということで、これはまだいい図だと思うのです。なぜかというと子ども

がここにいるから。ここに親御さんもいるべきだったし、いて当然なのです。このサークルの中に
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親御さんが入ってもいいと思います。入ってはいけないということではないし、いるべき人が正し

い。力を貸してもらえることだと思うのですが、あえてこういう図にすると、こういう形の中に、

時に子どもがいないという場合もあるかと思うのですが、何か自分がこれを考えていったときに思っ

たのは、大きな手のひらの上にお子さんが乗っているようなイメージ。その手のひらの中に養育者

の方がいて、担任がいて、専門機関がいてというような形をイメージしました。

その担任には、教職員が支えてくれているという、何かそういうイメージがあるととてもいいと

というのがあると思うのですが、ここも大事だと思うのです。このにじんでいるところ。離れては

だめなのです。なぜかというと、例えば、教育で、先ほどお話ししたように医療機関との連携を図

ろうとか、研修の中にお医者さんに来てもらってお話をしようという発想が出てこなくなるのです。

これは、この後お話ししますが、自分の専門は専門と知っていて、できないが、こういう専門が

あって、そこに委ねることができるというような、にじむような関係性というのを勉強していると

いうか、学んでいるのも必要であろうと思うのです。そのためにはこのコーディネーターが非常に

必要で、結び付け合うためのコーディネーターが必要です。

これは特別支援教育の中では、特別支援教育コーディネーターという言われ方をしたりすると思

うのですが、非常に大事なポイントにいらっしゃる方と思うと同時に、非常に難しい仕事だろうと

いうふうに思っています。私もある程度ここの部分をやってきたわけですが、、全体を見るという

ことと、それから人間関係の調整をしたりとかする部分もあったり、自分がネットワークを持って

いるかどうかというのがあったりしますので、そこのところは非常に難しい。でもそこがうまくい

くと、ずいぶんいろいろなことが進むだろうと思っております。

他職種、他機関への期待ということですが、担任の先生が、最初AD/HDを持っているであろ

うというお子さんとかかわったときに、いろいろ感じたことをお話を聞いていて、田中先生のとこ

ろへ行って、お話を聞いたときに言った言葉が、非常に安心をした。自分の感じていたことが間違っ

ていなかったし、それが明確に整理整頓されたということで、後ろ盾ができたし確認ができた。だ

から自分で自信を持っていける。してはいけないことはしなくて済むし、できそうなことが少しイ

メージできるというようなことをおっしやっていたのを思い出します。

ですから、これは精神科医だけに望むことではなくて、他職種、他機関へも、そこは期待したい

ことだというふうに思っているのです。どういうところという話になると思うのですが、その地域

の中で使える人は使うという感じというふうに思っています。それから、学校関係者ではない方は

1度フィールドを見ていただきたい。

文科省のツゲさんもフィールドヘ行った方がいいとおっしやっていて、その通りだと思ったので

すが、現場を知らないと絵に描いたもちなのです。現場は非常に困っています。私が田中先生と10

年前に会って言っていた言葉が、危機的状況だといつも電話で言っていたのです。そのときは軽度

発達障害うんぬんとか、特別支援という発想ではなくて、子どもたちは本当に生きづらいし、担任

の先生たちも本当に困っているし、親御さんたちも困っている。

確かに総論的な話で理論的なお話を聞いて、そうだと思うこともあるし、それは勉強しなければ

ならない欠かせないところなのだが、もっと現場を知っていただくと、お話の中身が現場にもっと

近づいてくるということもできるのではないかと思いますので、ぜひフィールドヘ行っていただき
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たいというふうに思います。

生活感を大事にというのは、今のフィールドにかかわるのですが、子どもは生活をしているので、

そして担任も学校生活というところに生活をしているので、そこに近い言菓掛けになってくると、

非常にありがたいというふうに思っています。ここで子どもへの教えを阻むものということで、特

別ということですが、特別支援教育の特別と付いているがために、これが異質というようなとらえ

方はあるようで、私は、特別というのは、人はどなたも特別に大事にされるべき存在で、その人に

合った特別な扱い方があるというか、され方があると思うのです。

そのためにされていることは、決してその人が、ほかの子と異質でどうのこうのという話ではな

くて、当たり前のことであると思うのですが、そういう発想ではなくて、異質というとらえ方があ

るようです、教職員の中にもあります。ですから、ここが特別支援教育という名前自体が、それと

入り込むことがなかなか難しくさせているかもしれない。

あと先生たちは、集団と個別ということを非常にこだわります。集団の中で育つと思っています

から、この中にいることだけでいいと思っている方もいらっしゃいます。でもそうではない。

それから専門性ということですが、実は専門にとらわれ過ぎていってしまった知り合いもいるた

めに、さっき言ったようににじむことができないということもあると思うのです。ですから、ある

ことを専門とするなりわいをその専門にしているのだが、それがありながら人です。人としてかか

わっていくという発想もほしいというふうに思います。

それから障害観と、札幌は今、「しょうがい」とひらがなで書いていると思うのですが、ここの

ところもきっと子どもの支援を阻むものにかかわってくると思います。ここら辺は北川先生がしゃ

べってくれると思います。

教師の持つ原罪とかなりハードなことを書いたのですが、別に教師が悪いという意味ではないの

ですが、教師になったときに持つであろう原罪みたいなものが、私はあるような気がするのです。

なぜかというと指導者であるので、親御さんや子どもさんにしてみたらかなわないという部分もな

いだろうか。こちらがそうはしていないのだが、そういうふうになってしまうという状況を作り出

していないだろうか。

それから、どうしてもできるできないというところを見つめなければなりませんので、そのこと

が子どもさんの自己評価を下げるということにもなり得るかもしれないです。ここを心しながら、

かかわりを持たせていただかなければならないというふうに思っています。

私は、この数年、種まく人だというふうに思っているのです。レイチェル・カーソンという『沈

黙の春』などを書いた人ですが、書かれている言葉が好きで、こんなものを載せてみました。「事

実というものは、後になって知識や知恵というものを生み出していく種子だとすれば、情緒や感覚

がとらえるさまざまな印象。そこに種子が育つべき上壌がある」何かこういうことを種まく、今、

皆さんが思っていただけたらというか、非常にうがった話で申し訳ないのですが思ったりもします。

それから、出会う子どもたちの事実というのは、私も想像を超えている。親御さんの歴史の想像

を超えていることはいっぱいあります、ほとんどです。そこを想像してイメージして、今度クリエー

トしていかなければならないということで考えたときに、ワクテルという方が書いていたというの

を村瀬先生の本を読んでいて、私は非常に感銘したのですが、読むと時間を少しオーバーするので

すがいいですか。
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「探索的解釈的心理的療法に於いては、実質的には患者のあらゆる発言はマニュアルにはない。

治療者は個々の特定性に対するあらゆる感受性を発揮する必要があり、今、それが出現している特

定の形態と、情動的、歴史的文脈に於いては、いまだかつて聞いたことのないものを理解する必要

があるということである。その上で初めて治療者はそれをかつて聞いたことがあるものの一例と見

なす、創造的選択を行うことができるのである」ということが、日々の実践の中で感じていると言

いたいのです。

私は、種をまく人であろうというふうに思っていますので、子どもたちの代弁者として、できる

だけ子どもたちの声を伝えたいと思っていますし、先ほどお話ししたように、人としてどうなのか

というところも忘れないでいたいと思いますし、ただただ情熱だけでは、子どもを愛しているよと

叫んだって、認知的なものはどうもなるわけではありませんので、やはり科学と情熱。それを哲学

の上に立って実践できるような者になりたいと思っています。

かといって、何でもかんでもできると思っていないので、できることから少しずつやって、お子

さんの未来を想像したときに 1つのジグソーパズルだとしたら、一つ一つのピースは、私が持って

いるのはたった 1個で、あといくつものヒ°ースがいろいろな方が持っていらっしゃるのです。です

から、そのお子さんの周囲にいる方はどの人も大切です。

それと自分も思うのですが、自分自身を大切にしないとなかなかもたない仕事になってきていま

すので、種まく人たちの方は、一番は養育者の方からねぎらってほしいというふうに思うのですが、

自分も大事にしていただきたいというふうに思っています。ありがとうございました。（拍手）
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学校内外での組織作り

～教育現潟における実情と校内外組織の連携を者える 種まく人たちへ～

「保健室」の機能

上川郡新得町立佐幌小学校
養護教諭 吉藤さゆり

文部科学省圃査研究協力者会猿最終報告

今後の特別支援教育のあり方

• 特殊教育諸学校（盲・聾・蓑護学校）もしくは特殊学級に在籍する、

• または通級による指導を受ける児童生徒の比率の増加傾向

・（平成5年度o.965％→平成14年度 1.477%) 
・通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

児童生徒に関する全国実態網査

- 19 

人・地域・ネットワーク形成

子供・養育者・教師を取り巻く価値

観

• s~スピード（はやく・はやく）
• s~生産性（いっぱい、もっと）
• K～管理化（まちがいを少なく）

• K～画一性（みんな同じに）
吉川武彦著「今、こころの育ちが危ない」

「通常学級」という幻想

保健室という場で出会う子ども達

～思いもよらないけがをする子(ex.利き腕を切る）
～体育がにがて(exなわとび・たかとび）
～音楽がにがて(exリコーダー・音）
～算数がにがて(ex．割り算の意味と「＋」）
～けんかが絶えない子(ex．誤解とコミュニケーション）

I 

学校現場におけるADHDとともにある子の理解
～その両極～

・わがまま
・人の話を良く聞いていない

嘘つき
・忘れっぽい

・じぶんのすきなことしか考え

ない

・だらしない

・落ち着きがない

”のー・価値観のみで判酪れかな心:--|
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Aさんの学校生活
・離席、教室を抜け出す

第 4号(2005)

・列に並んでいることがむずかしい

・思いつくと、授業中でも周囲・教師に話しかける

・算数がすき、しかし、文章題は苦手

・図工など、ものを作るのがすき、発想のユニークさ、できあが
りは雑

・奇声 [ 自分を「パカだ」というAさん

Aさんの学校の理解・対応

【理解］わがままな子・落ち着きのない子

【対応】繰り返しの指導（言って聞かせる） ’ 
等質性を求める（みんなと同じに。同じ方法這同じことを）

----【対応］Aさんにわかりやすい・伝わりやすい方法で
(ex.プリントの工夫）

習得できるように。
/’ 自己評価を上げる／ ／ ／ ／9 ／ ／9/／ ／ 9/ ／ / 

• 

Aさんのそだちをささえたもの

■上記4点には、医療との連携は欠かせなかった

20-

Aさんの保健室での訴え

Aさんの養育者への学校の理解・対応

校内で連携するために
（①担任の理解）



校内で連携するために
②これまでの子どもの見方・支援の発想の見直しの必要

望ましい校内連携のために
②望まれる校内研修のあり方

・ 子どもとの関わり方についての交流学習
・ 言どもと関わりを必要とする場面を饂し、原因・望ましい関わり方など
I」1グループにより交流しあう。

・ 研修会への参加
• 北海道情緒教育研修会、精神保健学会講演会
・ 札視YMCAのLDクラス訪問と講習及び全校への交流
・ 支雙を必要とする学級へのサポートについて検射（これは後に教育相談委
員ヰヘと発展）
・ 保護者へ教師の子どものとらえについて広める。
・ 全教師が参加し、保護者との交流を図るための研修会実施

く確認できたこと＞
教師のこれまでの経験知でない学び・エ夫が必要ということc
子どもの育ちを信じる情緒的風土の必要。
「立ちすくみ」「とまどう」担任の受け止め．

校内研修
～その後～

・ 教育相談委員会の設薩

・ 苦労しながらの協力体制の創出

・放課後指導

・ 少人数による学習のエ夫

• オープンな学級経営 ex朝の会、教科
• 特殊学級との連携
・ 子どもの居場所の割出 ex校長室、職員室、保健室、空き教室
・ 養育者とのチーム面談 ex.担任、子どもと関わりのある教師、養
護教諭

• 他職種の学校訪問

21 
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望ましい校内連携のために

①望まれる校内研修のあり方

1これまでの痴即氾

• 子どものもつ課層について、教師サイドから感じていることについてアン
ケートの実施、 果の交流．

． 哀隅嚢鵞喜E忍負孟蘭晶農ぉ襲巴翌男孟謳竺開することにより、本校にお
・ 学校が子ども導にとってどんな場所になっているか知るために、子ども達
の回笞による ほっとする場所、時間」のアンケート実施及び交流。
・ 落ち着きのなさを見せる子どもの理解のためにADHDについて学ぶ
・ 研修会の企画・実施
・ ビデオによる学習会

． ？紐危麿晨肴駁賛茫がどのようにかかわればよいかなど、子ともにとっ

・ 蘭辟薔ついての研修（研修部で、医療横関を訪問し実際場面を見学し

・ 認知に困難を持つ子の理解のためにLDについて学ぶ
• LD資料による学習会（東京都教育委員会発行資料）
• 子どもの発育発達について、精神医学的な観点から学ぶ。

望ましい校内連携のために

③望まれる校内研修のあり方

校内研修を進めるに当たっての留意事項

・目の前の子どもありき。

。科学的であること。

・日常的であること。

・普遍性と特殊性。

り）
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学校と連携するために

学校と連携するために
～にじみあうために～

教育 医療

子どもへの支援を阻むもの

-22 

学校と連携するために
～にじみあうために～

教師の持つ原罪

・指導者であるということ。

・「できる」「できない」という点を見つめなけれ

ばならないこと。
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種まく人へ 種まく人へ

・想像により、今を理解し、何ができるかを創造しなければな

種まく人へ

ご静聴ありがどうございました。

-23-
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いう話になって一緒に行ったのです。

今日、時森先生も来ているのですが、時森先生と僕と、あと教育委員会の方が3名行ったのです。

僕も教育委員会の方とそんなに接点はなかったのですが、そのときに初めて公用車というものに乗っ

て、幕別町の公用車まで出していただいて、公用車を運転するのが教育委員会の課長さんだったの

です。そんな人たちに何か申し訳ないと思いながら乗っていきながら星磋高校まで行きました。

帯広から星磋までは3時間ぐらいかかるのです。その車の中でも、僕と時森先生がまたしゃべる

わけです。子どもたちの話や、そういういろいろな積る話を聞いてもらいたいというのもあったの

ですが、ざっくばらんに本当に話すことができたのです。そしてたまたまその日は平日でした。土

日に普通行くのかと思っていたのですが、平日に行かせてくれたのです。たまたまちょうど星磋で

は、ちゃんと授業をやっておられる風景が見られて、すごくラッキーだったのです。

僕が担当していたお子さんもいて久しぶりに再会したりとか、そこで活動する風景を見て、本当

にすごいと思いました。何でここに来るのだろうという驚きと、それぞれのお子さんたちがここま

で来るまでの話も、風景を見ただけでも伝わってくるような感じで、だから何かそういうものを見

て圧倒されて、そういう中に僕と教員という立場の 2人と、あとは教育委員会の方がいたというこ

とです。

はっきり言って教育委員会の方もびっくりしていました。こういうところがあるのかと、何でこ

こに来るのだという驚きです、何でなのだと。何でこんな山奥のこんなところに来るのだ。町じゃ

ないのにとかという話なのです。帰りがけにまた話をするわけです。何で来るんだとこういう話を

して、そこに僕らが居場所の話をするのです。居場所というものが必要だとか、そういうものをし

たときに車の中でまた目が輝くわけです。

実は幕別町に一軒家があるから使ってみないかという話になるのです。そこでその一軒家を使え

るときに使うという構想が浮かび上がってくるのです。そこが、今、思えば、おかゆの会の原点み

たいな感じでした。

そこで家を見せていただいたときに、元地主さんが住んでいたおうちで、幕別町には100年記念

ホールやパークゴルフ場など、すごく大きいのがあるのですが、そこの士地の一角を町が買い取る

ときに地主さんが置いていった家で、それぐらいですごく大きいわけです。見たこともないような

屋敷で、入るのが恐れ多いみたいな感じなのですが、入ってみたときに、僕と時森先生は絶句する

のです、こんなすごいところがあったと。

教育委員会の方々は、こんなところでいいのかいという話で、まったくそこでもう僕らは驚いて、

ぜひ使わせてほしいと。こんなところでいいのかいみたいなところがまた擦れ違うのですが、そこ

ら辺がまた面白いです。そこで僕らも知っている町内のお母さん方ですが、そのお母さんもまたす

ごい人で、幕別町に親の会を作り上げて、組織づくりをしていた方なのです。

十勝でも懇話会のメンバーになったり、積極的に出ていたお母さんに話し合いの席に一緒に入っ

てもらって、この家をどうやって使おうかという話をしていて、クリスマス会をやるという話になっ

て、まずはクリスマス会をやったというのがきっかけでした。そのときに幕別町内から、あのとき

子どもと親御さんと関係者で40名ぐらい集まりました。

1回きりでは面白くないからもっとやろうという話が必然的に出てくるわけです。こういう物件

を借りる、物件というのでしょうか、そういう建物を借りるときの打ち上げ花火的ではなくて、ちょっ
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ていて、それを受けて、今、 3分間ぐらいですが見てください。

くビデオ＞
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これが幕別町の家の前にある芝生なのです。あれが家なのです。後ろにさりげなくいるのが私な

のです（笑）。ここは子ども広場をやった後のミーティングなのですが、おかゆを食べているとこ

ろです。

という感じで、今、活動をしていまして、実は今もう、お子さんたちも青年もいるのですが、含

めるとすごい人数になって、会員が200名を超えてしまったのです。幕別町というところで始めた

ことが、いろいろなところで輪を広げてきたという、僕も自分でやりながら時々恐ろしくなるので

す。

この前も大谷短大というのがあるのですが、今、そこの学生たちがたくさんボランティアで来て

くれている。そこの学園祭にみんなで行こうという企画をやりまして、そこの大谷短大の学園祭に、

おかゆの会として 1室もらって、実は畑も借りているのです。幕別町の地域の方が貸してくれてい

るのが200坪近いのです。それを借りて畑作業をしているのですが、その作物を売るということを

やったり、今度はクリスマス会もあるのですが、来週はそば打ちがあるのです。

そば打ちも賛同会員方で、幕別町にそばで、結構、その時期にしかそばを作らないというおそば

屋さんがあるのですが、新そばの粉ができたから、ぜひおかゆの会のときに打ってみたいという方

が名乗り出てくれまして、それに賛同して僕らの方がすみませんがお願いしますという形でやった

りしています。

保護者の感想からとか、いろいろ抜き出して、今までの会報の中から抜いたやつとか、生まれて

きた物語という中で、発足当初は、お互い初めて会うようなお子さんたちや、初めて会う関係者が

多かったので、はっきり言ってぎこちなかったです。でも 1年以上一緒に毎月会ったりして、今、

「まっくもっく」という感じで、木曜日に家を開けるのですが、保護者の方が集まってきて木曜日

に家を開けて活動をしたりとかありますが、そんな中でみんなが仲良くなっていく中で、いろいろ

なエピソードが生まれてくることができるようになりました。

例えば、今まで2年間不登校でずっともんもんと家で生活をしていたお子さんが、これはもう僕

も奇跡のような風景だったのですが、家に入ってきてしまった。お母さんも信じられないという光

景で、そこを読むとまた長くなって、僕も感極まってしまうと思うので、読むのを控えます、読ん

でみてください。

あとは今までの活動から見えてきたことということで、支援教育にも少しヒントになるのかと思

いつつ書いておりました。子どもの居場所づくりから、みんなの居場所づくりということで、最初

は子どもの居場所をつくろうという話だったのですが、僕たちにとっても非常に居心地がいいので

す。大人にとってもそういう場所が必要なのだということに本当に気付いていって、お父さん、お

母さんが本当に集うような。

あと、「ゆっくり・たのしく・自分から」という表現があるのですが、これはあるときに、お母

さんが言った言葉なのです。おかゆの会の活動を何かいい言葉に置き換えると何だろうと言ったら、

こういう言葉を言ってくれたのです。ですから、「ゆっくり・たのしく・自分から」動きだせるよ

うな環境づくりというのは、学校教育にも必要だと思っています。

あと新しい教育の枠を地域で創造するためにということで、ぽんと僕も一歩外に出てやったので
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しいとか、楽しいとかというものを、みんなにも味わってほしいし、そういう地域づくりというの

を、これから僕もやっていきたいということを思っています。そんなところで終わります。（拍手）
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北大ジンポジウム 資料 2004. 1 1. 2 3 

「学校現場から そして地域ヘ・・・」
～育っていく子どもたちの姿から教えられ そして始めたこと～

幕別町立白人小学校北川和博

I はじめに 今日の話しの前捷・・・出会いとかかわりの中で

平成元年～5年 帯広市立緑丘小学校 情緒学級で出会った子どもたち
登校拒否・自閉症・場面鍼黙

知らなさすぎる自分 とまどいと自問自答の日々

平成5年～12年帯広市立森の里小学校

チルドレンファーストの会→十勝ADHD&LD懇話会

平成12年～ 幕別町立白人小学校

通常学級の中にいる配慮を要する子どもたちの存在

育ちゆく子どもだち・青年の姿→「おかゆの会」

II 子どもの「育ち」と「学び」を支えるために

1 学校教育の中で・・・欅々な子ともたちのニーズに鰤えていくための珊墳づくり

(1)園別的な配慮と支握を必妻としている子ともたち

・知的機能や運動機能の成畏が全般的にゆるやか

・ロげんかやとっくみあいのけんか等、友だちとのトラブルが多い
・楽しい気持ちを共有したり、気持ちでの交流が苦手

・一斉の指示、一斉授業の流れにのるのが苦手

・課題やあそび等の活動の中で注意を持続させたり順序立てて行うことが苦手
・環境や場面の変化に対して、極度に不安定になってしまう
・家庭ではお話が出来るけれど、学校に行くとお話をしない

・学校に行くことが出来ない
育ちの過程の中に受けた心理的なダメージなどにより、成畏のバランスが悪くなって
いる
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(2)気づきからサポートまでのブロセス

① 支援への気づき

｛・乳幼児期からの気づきと引継ぎ→既存の就学指導ュ：猛‘：ーティングの可能性

（保健師・母子通園センター・幼児ことばの教室・保育所・幼稚園・サークル）

・入学後～学校日常生活場面での気づきから支援
・集団生活での気づき（集団活動・休み時間・運動会や学習発表会での気づき）
・学習場面での気づき（担任や保護者の気づき）

② 具体的なサポートヘ（特殊教育担当者として）

-間接的なサポート ・見守り・担任への情報提供

・保護者、担任との相談活動

・校内研修での情報提供

直接的なサポート ・柔軟な特殊学級の利用

・成長に合わせた涸別の「育ち」「学び」サポート

成長に合わせた校内連携と体制

鯛別的な係わり
（すずらん学級を拠点）

し

柔軟な特殊学級の利用

ア 特殊学級を主体にしながら、通常学級の中で

行事・給食等に時々参加する。

イ 特殊学級を主体にしながら、参加できる授業

を通常の学級で過ごす。

ウ 通常学級を主体に生活しながら、決められた

時間に特殊学級に来て、心身の状態に応じた

指導を受ける。

工 通常学級を主体にしながら、苦手な授業の時

に、特殊学級を利用する。

オ 通常学級の授業を個別指導を受けながら参加

する。

2 そして地域で・・・「おかゆの会」の取り組みから見えてきたこと

(1)おかゆの彙戴立の縫緯 （會暢「ハッピースマイル」 1号より植粋）

自分の島場所や、生き生きとした活動をする場所を探している子どもたちに、できることからはじめ

たい・・・今までのそんな思いが一拳に膨らみ「おかゆの会」が設立されました。そもそも「おかゆの

会」の設立のきっかけは、昨年の7月に芦別にある星檀園朧高事学校へ、会の呼びかけの中心となった

5名が視察に行ったことでした。この高校は広域性の遍償鯛高校で、かつて不畳校や引きこもりを経験

していたり、「障がい」があるために圃囲に理解されずに過ごしてきた人たちが集う高校でした。事い視

察当日は生饒さんと先生方が生き生きと活動する場面に出会うことができました。活動を見ながら、そ

こに行き着くまでの生捷さん・先生方の道のりを患うと胸が詰まる思いがしました。

そして校長先生の話の中で「こんな字を知っていますか？「にんべん」に冑と書いて「惰」これを”

いく”又は＂かゆ＂と読むそうです。」・・・・人を青てる営み・..そんなイメ＿ジを広げるいい字だ
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〇 子どもたちの活動拠点作り

・「陣がい」のある子どもたちの活動拠点（放課襲・休日・長期休集中）

・「不登校」「引きこもり」の子どもたちの活動拠点（居場所づくり）

・子どもたちの育ち合い・学び合う活動拠点

・社会に出て行く前の活動拠点（就労に向けての準●の場）

〇 保護者・麗係者の集い

・学詈会や講漬会の開催や参加

・夢を語る慧攣会

・悩み相麟・憾みを語り合う会

・カウンセリング ワークショッブの会

・ポランティアの方々への研修讀座の開催

〇 支援の輪を広げる

0 未来に向かって
・肇務敦育纏了以後の地蟻体鯛づくり

・作婁所の開設 役員会のお粥

・星樵国靡高等学校（広域性通信高校）のサポート校

・子どもの育ちをライフステージごとに支援できる体制づくり

・子ども支援センター

(4) そして今・・・会えることのうれしさと 実現していく夢慶らむ希望

① 会員数（ 9月 3日現在）（ ）は昨年度の数字

正会員・ • ・ ・7 8名(40名）
本人会員 ・・・67名(24名）
賛同会員・・・（団体2 個人69名(26名））
学生会員・・・ 10名(5名）

計団体2 個人 224名

② 本年度の活動の様子

4月の子ども広場風景 5月の子ども広滉
テレピの取材を受けました。
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7月 サマーキャンプの風景 懇親会の風景

ア保護者の感想から 会報より抜粋

「キャンプ」に参加して

妻より「おかゆの会」のことについては聞いたり、通信を読んだりしていましたが、実隙活動

まっ

く」に善きました。とてもいい場所にあり、息子が冬に野球をした所はここなのかと思いながら、

多数の参加の中に我が子も入れてもらうことになり、どうなることやらと思いつつもキャンプは

スタートしました。

夕食の焼き肉を食べていても落ち器かすにグルグルしたり走り回っていても周りの方勺は「O

〇君」と声をかけてくれたり、とこれが妻のいっていた「居場所」なんだと我が子の様子を見て

いました。

花火の時には、はしゃぎすぎて煙を吸い込んで「コホゴホ」していた所「大丈夫？」と声をか

けてくれたのが、ロロ先生だったのです。大人の方勺の懇親会の紹介の時にやっと顔と名前が一

致し安心し、我が子はこんなに沢山の方閃にお世話になり楽しめる場所を作ってもらっているこ

と、そして皆さんがとても明るいことにびっくりしました。これからも参加できるようにしたい

です。妻からの話も納得して聞くことが出来るようになると思います。このたびポランティアの

方勺やお手伝いをして下さった方々には本当に感謝しております。そして、これからも我が子「O

0」をよろしくお願いします。

「バスツアー」に参加して

「バス還足行きたくない。おなか痛い。」いつものことです。昨日はおやつを黄つてあんなに楽

しみにしていたのに・・・。それでも同とか言いくるめて連れて行くと、 00小のお友達の姿が

見え「ヤッター」と大喜び。

行きのバスの中では、お渠子をすっと食べ通しソフトクリームも食べ、涌足な様子。博物館で

は、自由に歩き回り、興味深く見ていました。そして自由時間は糠平湖畔を散策。釣りをしてい

る側で石投げが始まり「2回できた。 3回出来た。」といつまでも水切りをしていました。そうい

えば父親と石投げなんかしたことなかったかも。

思えば、この1年、 00はどこへも外出したがらす、母親から離れす悶閃とした日勺を過ごし

てきた私だち家族。この日は久勾に母子で、すがすがしい一日を送ることが出来ました。ありが

とうございました。
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度が著しく変化してきています。「特別支援教育」の流れもその大きな流れの一つのよう

な気がします。今、教育という枠組みの中（残念ながらまだその中でも特殊教育のみ）で

のみ論議がされるようになってきましたが、もっと地域に根ざした論議が今後必要になっ

てくるのだと思います。そして、より大らかな視点に立って、人の「育ち」と「学び」を

支えていくための地域の支援体制をこの新しい教育の枠組みを創造していくための基盤と

して必要だとも思います。

サマーキャンプに向けて

大人が集って地下工事をしました。 ちょっと・・・昼寝．．．

みんなで育てたカボチャです。

皿さいごに．．．

私自身「十勝ADHD&LD懇話会」そして「おかゆの会」の活動をしていくことで、

自分の狭い世界から一歩外に踏み出し、今まで見えなかったことや、見えてきたり、不可

能と思っていたことが、可能となっていくうれしさを実感する瞬閻が沢山ありました。

この享はこれからの支援教育を前に、自分にとってとても貴重な事だと思います。

伺よりうれしいことは、こんなに沢山の1中間や友だちに囲まれていて「自分が自分らしく」
出来る場所が、沢山あるという事です。こんな思いを、自分だけではなく、今まで孤立無

青年たち・保護者にも味わって欲しい・・・

私の思いややってきている事はこの事につきるのかもしれない・・・今回の資料を作成

しながら、そう思いました。
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